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オーギュスト・コントの社会再組織論
千 石 好 郎
第１節 経 歴 と 業 績
  コントの人生における興味ある事項
  コントは，敬虔なカソリック教徒の両親の家に生まれた。それは，コント









































によって，“Early Political Writings”（Cambridge Univ. Press,１９９８）として英訳
されている。３）６つの論文とは，以下のものである。

























































































































































































































































































序を基礎とし，進歩を目的とする」（L’Amour pour principe, et L’Ordre pour























































































































概念を除き去るであろう」（la grande conception de l’Humanité, qui vient eliminer
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本稿は，平成１５年度松山大学特別助成の成果の一部である。
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